
〔鈴木孝夫著『日本語教のすすめ』（抜粋）を、恆存の「關係論」圖で讀み解く〕
＊Ｐ１７９〔日本語には三人稱（型：Ｅ）しかない〕と、神道文化（Ｄ１：恆存以下文）との關聯・・・
「私たちの祖先は、死や病ひと同樣に、我を、エゴイズムを、このうへない醜いものとして却けてきた」 （『日本および日本人』
Ｐ １ ８ １ ）。
＊以下圖は、恆存の「關係論」、つまり、言葉（潛在物Ｆ）の裏にある關係（實在物Ｄ１）と、關係・實在物たらしめる場（Ｃ又は
C’）、そして「Ｆ・Ｄ１」二者を有機的に結び附けるその型（Ｅ）の有無を示したものである。

Ｆ（言葉：潛在物）・・・

＊「お父さん・お姉さん等」（親族
用語：Ｆ）。

＊「先生・社長・課長等」（社會的
地位：Ｆ）

Ｅ型（潛在物Ｆの裏に實在物Ｄ１を際立
たせる型・Fの「so called」でD1を見せ

る）。文化（神道文化Ｄ１）の樣式・型
（Ｅ）化。
＊Ｐ１８０ 「親族用語Ｆ・社會的地位Ｆ」

使用による「三人稱扱ひ（Ｅの至大
化）」・・・西歐的「むき出しの直接的な
もの（エゴイズム＝Ｅの至小化）よりや
んわりとした間接性のあるほう（Ｅの至
大化＝三人稱扱ひ）がよい」。

＊「對立對決の歐米型」（Ｅの至小化）
とはほど遠い柔らかなもの（Ｅの至小
化）。
＊Ｐ１８２ 「對決場面をなるべく避け
る」 ・「相手がゐながら、なるべく相手

を見ない樣にする文化（神道文化Ｄ１）
的な癖（神道文化的型Ｅ＝『祓ひ清め
て和に達する』Ｅ）」。

C（神・歴史＝時間的全體・自然＝空間的全

體）・Ｃ‘（場）・・・神道（天照大神・八百萬神：Ｃ）

Ｄ１（關係：實在物）：文化（神道文化Ｄ１）・・・ 「私たちの祖先は、

死や病ひと同樣に、我を、エゴイズムを、このうへない醜いもの
として却けてきたのであります。死や病ひを醜いものとして却け、
それを祓ひ清めること（儀式・型Ｅ ）によつて、その支配下から
脱するといふ態度」（『日本および日本人』 Ｐ １ ８ １ ）。


